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 1  中央図書館LC改修について 
中央図書館では、ラーニング・コモンズ（以下、LC）の
機能を拡充するため、2018年度第1期改修に続く、第2期
改修工事を行った。
中央図書館LC改修は、2017年10月に「中央図書館LC
設置計画」を大学に提出した当初より、全館の改修を目
指した計画であった。大学との交渉の結果、2・3階を対
象とする第1期改修を、2018年度に先行実施することが
2018年3月に承認された。残りのエリアを対象とした第
2期改修も、2019年7月に承認され、図書館の要望通り、
全館の改修が実現することとなった。
第1期改修は、徹底した利用者調査によるエビデンス
に基づき、「図書館ならでは」のLCを目指した設計と1）、
4 ヶ月間に及ぶ大規模工事でありながら、長期休館せず
サービスを継続したまま実施した点に2）、大きな特徴が
あった。第2期改修も、基本的にこれらの方針を引き継ぎ、
計画を進めることにした。
 2  第2期改修のコンセプト 
第1期改修は、主に学生向けに学習利用の中心となる
2・3階をLCとして整備したことに対し、第2期改修は、
より研究者を対象とした調査・研究のための施設、具体
的には1・4階と地下エリアを中心にLCを拡充するものと
なった。単なるLCではなく、いわゆる「リサーチ・コモ
ンズ」を意図し、研究活動の支援、研究者同士の交流の
促進に繋がるような、研究図書館としての機能の強化を
図ることとした。
研究者を対象とした施設ということで、第1期改修以
上に、学問の場という荘厳さを保った空間デザイン、機
能性よりも重厚感を重視した什器など、グループ利用を
前提としたLCの機能を持つ施設においても、環境によっ
て利用方法には一定の抑制が働き、学習・研究の場とし
て相応しい利用が保たれる意匠となるよう配慮した。
 3  第2期改修工事実施前の調整・検討 
2019年度は、夏季休業期間に、中央図書館内の電気設
備の大規模改修、事務機能の集約（統合事務所の設置）、
早慶図書館システム共同運用開始が重なり、中央図書館
LC改修は2019年10月着工とせざるを得なかった。2019
年8月より、具体的な設計や工事スケジュールについて
企画・建設課や施工業者と調整を開始したが、第2期改修
は範囲が複数フロアにわたるため工期が長期化し、その
間の繁忙期との兼ね合いから、工事の順序やタイミング
の調整が難航した。利用者の調査・研究に支障をきたさ
ないよう、大規模な休館は避け、資料へのアクセスは可
能な限り確保するという点を念頭に、以下の項目の内容
を検討し、その対応を決定した。
■	工事期間の調整
第1期改修は、夏季・春季休業期間に集中工事を行い、
授業実施期間の工事は避けたが、第2期改修は上述した
事情から10月着工となり、工期は2019年10月から2020年
3月末までの長期にわたるものとなったため、授業実施
期間での工事実施は避けられなかった。授業期間中は、
工事の騒音等の館内利用者への影響は最小限とするよう
留意しつつ、臨時休館日は設けず、開館・サービスを継
続しながら工事を行うことにした。施工業者等との調整
の結果、改修工事による利用者の利用制限が極力発生し
ないよう、以下のように工程を工夫することになった。
・ 2019年10月から11月に地下2階の工事を行う。当該期間、
地下2階の主な利用者である大学院学生は閲覧個室を利
用できないが、地下1階閲覧個室を代替利用できるよう
配慮する。
・ 2019年11月から12月に、2階閲覧席の内装・カーペット
のリニューアルを行う。授業実施期間のため、すべて
の作業を夜間に実施する。
・ 2019年11月から2020年1月上旬に4階の工事を行う。授
業期間に一部サービス停止が生じるが、利用者数がピー
クとなる学期末には間に合うよう、4階のすべてのサー
ビスを再開させる。
・ 2019年12月から2020年3月末にかけて、1階と地下1階の
工事を行う。1階研究書庫カウンターを含む工事である
ため、利用者が少ない春季休業期間で集中的に工事を
行い、影響を最小限とする。
・ 授業実施期間のうち、試験期間を含む2020年1月は、利
用者の静穏な学習環境維持のため、音の出る工事をす
べて中断する。
図書館ラーニング・コモンズの拡充
中央図書館（第2期）ラーニング・コモンズ改修報告
－研究図書館としての機能強化を目指して－
図書館では、Waseda Vision 150に掲げられた「対話型、問題発見・解決型教育への移行」および「独創的研究の推進と
国際発信力の強化」の方針に応えるため、2017年度に所沢図書館、2018年度に中央図書館（第1期）、2019年度に中央図書
館（第2期）、理工学図書館へのラーニング・コモンズ設置工事を実施した。以下に2019年度の取り組みを報告する。
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■	資料へのアクセスの確保
次に、工事による資料利用への影響を最小限にするた
めの調整、特にその期間の資料への物理的なアクセス確
保の交渉を行った。
・ 当初の地下1階、地下2階の工事計画では、研究書庫に
繋がるエレベータが封鎖されるエリアに含まれており、
研究書庫利用に支障が生じるものであったため、封鎖
エリアの是正を行った。
 
・ 1階工事では、研究書庫カウンターが工事中でもサービ
スが可能なように維持し、中央図書館の心臓部である
研究書庫への動線を確保した。
・ 当初の2階リニューアル案では、一般図書および閲覧席
の大部分が利用不可となる計画だったため、夜間工事
とするだけでなく、日中にも利用制限が発生しないよ
う工事範囲の調整を行った。
・ 4階工事に際し、再生機器の移設が困難な事情に鑑みて、
AV資料は封鎖されるAVルーム内に残し、工事期間中
はやむを得ず利用不可とした。この間、AV資料の利
用希望は一律で断ることとしたが、レファレンスサー
ビスで代替の利用手段を提案するなど、可能な限り便
宜を図る対応に努めた。
 4  第2期改修により整備された施設 
第2期改修で整備された施設は次の通りである。
■	1階コモンズ（リサーチ）
資料閲覧のためのSilent Areaだった1階閲覧席を、
Active Areaへ改修し、議論や共同作業を通じて研究者
同士の交流を促進し、新たな成果を創造する場を新設し
た。一方で、従来通り、個人で資料閲覧や研究作業を行
うことも可能となるよう配慮した。
■	地下1階グループ研究室1・2・3
工事中のため封鎖された閲覧個室スペース（研究書庫入口前）
工事中の研究書庫カウンター
1階コモンズ（リサーチ）
地下1階グループ研究室
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研究書庫の資料を用い、グループで研究を行うため
の施設として新設した。1週間先までの予約利用を認め、
研究者の所属によっては、学内に利用できる共同研究ス
ペースが少ないというニーズに応えた。
■	地下1・2階閲覧個室
研究者個人向けサービス充実のため、閲覧個室をリ
ニューアルした。ネットワーク環境を強化するとともに、
研究図書運搬用のブックトラックを設置し、資料を使い
ながら集中して研究に打ち込める環境を整えた。
■	2階Silent Area・Quiet Area
第1期 改 修 の 範 囲 外 で あ っ た2階Silent Area・Quiet 
Areaは、経年劣化したカーペットをそれぞれのエリア
のシンボルカラーに近いものに貼り替え、壁を塗り直し、
第1期改修で設けた新エリアとの区分を分かりやすくす
ることで、利用環境の改善を図った。
■	4階図書館ラウンジ
より学習場所として利用しやすいActive Areaとなる
よう、什器とネットワーク環境を整備した。休憩や息抜
き、くつろぎながら意見交換ができるリラックス・スペー
スとしても利用できるようにした。
■	4階AVホール
従来シアター仕様の施設であったが、什器の調整と
ネットワーク環境の整備を行い、図書館による講習会、
図書館を活用した授業が実施可能な多目的ホールとして
改修した。
地下2階閲覧個室
2階Silent…Area
2階Quiet…Area
4階図書館ラウンジ
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■	4階AVルーム
AVルームは、機能は変わらないものの仕様を一部変
更するため改修を行った。改修により設けられたスペー
スに、AV資料庫および博物資料を収めるための博物収
蔵庫を新たに増設した。
 5  中央図書館LC改修工事後の反応 
中央図書館のLC拡充の取り組みは、大学図書館とし
ては後発であり、様々な事例と比較して、必ずしも優
れたLCと言えるものではない。しかしながら、徹底し
たエビデンス・ベースで「図書館ならでは」のLCの機能を
検討し、その結果、いわゆる活発な利用を前提としな
い、典型的なLCとは異なる当館らしい特徴を有するも
のとなった。この取り組みに関して、多数の見学希望や、
LCに関する調査対象としてヒアリングや説明聴取の依
頼を受けるなど、館種を問わず多くの機関から関心を寄
せていただいている。成果を外部に報告・公表する機会
にも恵まれ、既存施設の一部を改修してLCを設ける取
り組みとして、こうした形態もあり得ることを図書館界
に事例として示し、同様の施設改修を検討している他館
に示唆を与えた点もあったのではないだろうか。
また、第1期改修工事後に、館内利用者に対するアン
ケート調査を行ったが、利用者からの反応も好意的で
あった3）。観察調査を通じた館内利用の傾向の変化の検
証でも、図書館の想定通りの利用の変化、狙い通りの活
用がなされていることが数値として確認できており4）、
改修の効果が裏付けられている。
本改修は、図書館が新たな大学教育の方針を受け、旧
来の姿からの変容を試みたものであるが、時代の流れに
よる変化をただ受容するのではなく、最も利用者のため
になる、研究図書館としての望ましいあり方を、あくま
で利用者のニーズに立脚しながら、館内各課の総力を結
集して模索した点に意義と価値があろう。第2期改修完
了をもって、中央図書館の大規模改修は一段落したが、
「成長する有機体」たる図書館として、今後も変わらない
ために変わることを恐れず、真に利用者が求める中央図
書館を目指し続けたい。
1）………LC設置計画の根幹を成した利用者調査については、以下の『ふみく
ら』で詳細を報告している。
… …稲葉直也.…早稲田大学中央図書館ラーニング・コモンズ改修報告…:…利
用者調査に基づいた設置計画の策定と効果検証.…ふみくら.…2019,…
no.95,…p.2-5.…http://hdl.handle.net/2065/00061954,…（参照…2020-
03-24）.
2）……そもそもLC改修に至った経緯と、「居たまま工事」で行った第1期改
修の詳細は、2018年度の『早稲田大学図書館年報』に詳報を掲載して
いる。
… …中央図書館ラーニング・コモンズ改修報告…:…長期休館せずサービス
を継続したまま実施した大規模工事.…早稲田大学図書館年報.…2019,…
vol.2018,…p.4-7.…http://hdl.handle.net/2065/00062817,…（ 参 照…
2020-03-24）.
3）……稲葉直也,… 山下修平,… 湯川亜矢.… 続・図書館はなぜ利用者に好ま
れるのか…:…中央図書館改修前後の利用者アンケート調査結果比
較.… 早稲田大学図書館紀要.…2020,…no.67,…p.52-104.…http://doi.
org/10.20556/00063996,…（参照2020-03-24）.
4）……稲葉直也.…早稲田大学中央図書館ラーニング・コモンズ改修報告
（続報）…:…第1期改修後の館内利用傾向と第2期改修計画.…ふみくら.…
2020,…no.97,…p.4-5.…http://hdl.handle.net/2065/00070482,…（参照…
2020-03-24）.
4階AVホール
4階AVルーム
博物収蔵庫
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はじめに
2020年4月、理工学図書館の施設改修工事が完了し（第
1期：2019年8 ～ 9月、第2期2020年2 ～ 3月）、地下1階部
分がラーニング・コモンズ（以下、LC）として生まれ変
わった。図書館としての大規模な施設改修は1967年3月
に竣工して以来今回が初めてとなる。
また、中央図書館や他のキャンパス図書館とは事情が
大きく異なり、3年計画を立てて臨んだ。以下、改修の
経過と今後の展望を記したい。
 1  資料の装備と入退館ゲート設置 
理工学図書館は入退館システムがない図書館だったた
め、LCの設置は3年計画として行い、2017年度に資料（図
書・雑誌等）への磁気テープの装備を行い、2018年度に入
退館ゲートを設置した。これにより、これまで計測でき
なかった入館者数の統計取得も可能となった。2年をか
けて準備を行った上で、ようやく施設改修の準備を整え
ることができた。
 2  施設改修（ラーニング・コモンズ設置） 
2-1. コンセプト
準備段階が終了したことで、いよいよ施設改修に向け
て本格的な検討に入った。
理工学図書館のLCを設置するにあたっては、以下の
コンセプトを設定した。
Waseda Vision 150の核心戦略4「対話型、問題発見・解
決型教育への移行」の実現に向けて、より自律的な学習
環境を整えると共に、学部が掲げる「コミュニケーショ
ン能力を高める」ことの一助となるよう、複数の学びの
場を提供する。また西早稲田キャンパスらしさを重視し
たLCを構築し、非来館型のイメージを払拭し、誰もが来
館したくなるような図書館を目指すというものである。
具体的には以下のように考えた。
1） 静寂な個人での自学自修環境の維持
2） グループワークのできる環境の整備
3）  より開かれたスペースを提供することによるコミュ
ニケーションの場の整備
また、以下の点についても配慮した。
① 学生のニーズの把握
②  理工学生読書室（52号館）と図書館（51号館）間の動線
確保（アクセスしやすさ）
③ 図書館運営体制の変更に伴う利用者エリアの再検討
④ 理工学術院との連携を図る
2-2. ニーズの把握
①の「学生のニーズの把握」に際しては、2019年5月23
日～ 31日までの約一週間、MyWasedaで理工学術院の
学部学生、大学院学生を対象としたアンケート調査を実
施した。アンケート結果では個別学習（パーソナルワー
ク）のできるスペースを望む学生が一番多く、次いでグ
ループ学習（グループワーク）できるスペースを希望して
いるという結果が得られた。この結果は、当初の計画
（2016年当時）にほぼ沿う形であり、この結果に基づいて
計画を進めることとした。同時に、以前からアクセスし
にくいと言われてきた理工学生読書室との動線も検討
し、エレベータ裏の事務エリア2室を廃止して自動ドア
を設置し、51号館南側ドライエリアから図書館へアクセ
スしやすい外階段の設置を考えた。
2-3. 利用者エリアの再検討
改修前の理工学図書館は、理工系という学問分野の特
性によりいち早く資料（主に雑誌）の電子化が進んだこと
で非来館型図書館であった上、施設の老朽化もあり、利
用者はかなり限定的なものだった。今回の施設改修にあ
たっては、より多くの学生に足を運んでもらえるよう、
事務スペースの見直しも行い、最大限学修・研究スペー
スを確保し、より多くの学生が利用できる場とした。
 3  改修工事 
3-1. 第1期（ラーニング・コモンズ1）：2019年8月9日～ 9月30日
地下1階閲覧席部分の全面改修（ラーニング・コモンズ1
の創出）にあたっては、利用者へのサービス低下を避ける
ために夏季・春季休業期間に工期を設定したが、工事自
体が閲覧机や椅子、書架といった什器をすべて撤去し、
あわせて天井や窓枠もすべて刷新する大掛かりなものと
なったため、工事期間中は地下2階閲覧室の利用を休止し、
事務所内に臨時カウンターを設置して図書館スタッフに
よる資料の出納方式でサービスを継続した。新たなテー
ブルは白、椅子は黒を基調とし、また床面のカーペット
は什器が映えるよう、赤を使った。そのことで、今まで
のイメージを刷新できたと考えている。第1期工事エリア
はコンセプトにある1）と2）の機能を併せ持つ空間で、パー
ソナルワークエリア、ボックス席（それぞれのテーブルに
モニター設置）、グループワークルーム1（可動式モニター
1台）から構成されている。また、改修前に図書館外の開
放閲覧室にあった新聞架も図書館の中に置き（新聞閲覧
コーナー）、あわせてラーニング・アシスタントのデスク
も設置して、より身近に学生に対するサポートができる
環境となった。10月1日には完成を記念して、深澤図書館
長、小山理工図書委員長、ローリー前副館長の出席のも
理工学図書館ラーニング・コモンズ設置報告
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とでオープニングセレモニーを開催した。
 3-2. 第2期（ラーニング・コモンズ2）：2020年2月4日～ 3月29日
第2期工事は、まず閉架書庫にある図書の選別から作
業に入った。そして事務所エリアを全面改修するために
事務機能を移転する必要があったため、第1期工事で新
たに誕生したグループワークルームを仮事務所として使
用した。第2期の工事エリアはゲート外の開放閲覧室、
図書館事務所、作業室ならびに会議室であり、期間が春
季休業期間の、途中入試期間が入るという非常にタイト
なスケジュールの中で行われた。第2期工事で完成した
施設はコミュニケーションラウンジ、グループワーク
ルーム2、新事務所および会議室で、コミュニケーショ
ンラウンジを通ってグループワークルーム2に至る配置
となっている。グループワークルーム2には大型モニター
を設置して、複数名でのテレビ会議システムなどの利用
を想定している。また、第2期エリアは図書館ゲート外
に位置しているため、キャンパスの開門時間から閉門時
間までの利用が可能となっている。4月1日には深澤図書
館長、竹内理工学術院長、高橋学術院長補佐、小山理工
図書委員長の出席のもと、第1期・第2期の完成を祝って
オープニングセレモニーが開催された。
［施設の構成]
◆ゲート内：ラーニング・コモンズ1
　　パーソナルワークエリア： 32席（16席+8席＋8席）
　　ボックス席： 12席（4席×3）
　　グループワークルーム： 20席
　　リラックスエリア： 4席
　　ラーニング・アシスタント・デスク： 2席
　　無線LAN
◆ゲート外：ラーニング・コモンズ2
　　コミュニケーションラウンジ： 22席（6席＋8席＋8席）
　　グループワークルーム2： 54席（12席＋6席×7）
　　大型モニター（固定）1台
 4  今後の展望 
ラーニング・コモンズ1の完成後、入館者数は大幅に増
加し、これまで学生が望んできた施設を作ることができ
たと考えている。ラーニング・コモンズ2は図書館の一部
ではあるが、入館ゲートがなく、開館前から閉館後まで
利用できるが、テレビ会議システムの受付方法など検討
する必要がある。また、2018年度より導入したラーニン
グ・アシスタントは2019年度まで理工学生読書室のみで
の運用であったが、理工学図書館内にもデスクができた
ことで、サポート体制をより充実させたい。今後は、図
書館外のコミュニケーションラウンジやグループワーク
ルームを含め、西早稲田キャンパスならではの施設とし
てどのような形が望まれるのかをさらに模索したい。
パーソナルワーク
エリア
ボックス席とPC
用モニター
グループワーク
ルーム1
アクセスが良く
なった外階段
コミュニケーショ
ンラウンジ
グループワーク
ルーム2
